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					外壁塗装とは？初心者が知っておきたいメリットや施工のタイミングなどを解説
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					外壁塗装とは初心者が知っておきたいメリットや施工のタイミングなどを解説です。
錆び予防とコーティング作用があるので嫌いに維持する事が可能になり、メンテナンス管理が長くなるので長期的に見ると費用が抑えられて減価償却を短縮する事が可能です。
材質は環境保護を目的に自然に分解される素材を利用する事で、野生生物や自然に影響を与えない工夫に取り組んでます。
環境問題は世界中で課題になり、それぞれが目的をクリアする為に頑張ってます。
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					外壁塗装とは？初心者が知っておきたいメリットや施工のタイミングなどを解説

					外壁塗装とは初心者が知っておきたいメリットや施工のタイミングなどを解説です。
錆び予防とコーティング作用があるので嫌いに維持する事が可能になり、メンテナンス管理が長くなるので長期的に見ると費用が抑えられて減価償却を短縮する事が可能です。
材質は環境保護を目的に自然に分解される素材を利用する事で、野生生物や自然に影響を与えない工夫に取り組んでます。
環境問題は世界中で課題になり、それぞれが目的をクリアする為に頑張ってます。
外壁塗装の説明です。


					

					外壁塗装はどのタイミングで行うのがベスト？

					外壁塗装を考えてる方も多いですが、どのタイミングで塗装をすればいいか迷っている方も多いです。


結論からいいますと、外壁塗装をするのにベストな時期は春か秋です。


塗料メーカーでは、塗装の条件を気温５℃以上、湿度８５％以下と推奨されています。


推奨されてる条件よりも気温が低くなったり温度が高くなると、外壁塗装をしても塗料が乾燥するのが遅くなってしまうので、次の工程にスムーズに進めることができなくなってしまいます。


春は雨が降ることも少なく天候が安定していたり、過ごしやすい気温や湿度になってますので外壁塗装に最適です。


春の時期は多くの方が依頼することもあり、人気があって予約が取りづらい状況になることもあります。


秋は天候が安定していますが、秋雨前線があることから地域によっては雨の日が多くなることもあるので注意が必要です。


作業中の気温や湿度も暑くも寒くもなく、暑くもなく最適な気候なので、塗料にもいい気温と言えます。


夏の時期は暑すぎて職人の方にも塗料にもおすすめできない時期です。


冬の時期は寒すぎたり雪が降ったりすることもあるので、作業の時期が延びたり塗料が乾かないこともあります。


					

					外壁塗装でありがちなトラブル事例とは？

					外壁塗装のトラブルで多いのが、頭で描いたイメージと仕上がりの違いです。
外壁塗装は事前に用意されたカタログやパンフレットから、好みの色を決めていく形になります。
カタログで良い印象を抱けても、実際に外壁に塗ると光の当たり具合で別の色のように感じるケースは珍しくありません。

仕上がりに納得が行かない時は、申し出ることで再度塗り直しをしてもらえる場合もありますが、別途費用が必要です。
作業が始まった直後であれば、塗り直しも無料で対応してくれることもあります。
トラブルを避けるためにも、業者に丸投げをせずに自分の目で確認することが大切です。

そのほか、塗料に関するトラブルもあります。
外壁塗装の平均寿命は10年から20年です。
利益優先で質の悪い塗料を使われてしまい、5年も経たずに色が褪せてきたという事例も少なくありません。
依頼をする時は、施工費用だけでなく実績や口コミ評価を通して会社の信頼性を調べることが基本です。


					

					住まいの劣化を遅らせることが可能な外壁塗装

					リフォームにも様々な種類がありますが、外壁塗装も人気のリフォームのひとつです。

外壁も長く住んでいるうちに少しずつ劣化が目立ってきますが、外壁塗装をすれば新築に近いきれいな外観を取り戻すことができます。

それに、以前の色と違うものを選ぶこともできるので、イメージチェンジができるのも嬉しいところです。

見た目を良くするだけではなく、外壁塗装は家の劣化を遅らせることができるのもメリットです。
外壁が傷んでくるとひび割れが発生することもあります。
そして、ひび割れを放置しているとそこから雨水が入り木材も腐食してしまいます。

躯体が腐食すると、地震などの災害に弱くなることも考えられます。
さらに、シロアリは湿気を好むので、シロアリの発生も心配になってきます。
外壁塗装をする前には、ひび割れなどもしっかりと修復しますので大切な家をより長く維持できるようになります。

塗装にはそれなりの費用も発生しますが、家を長持ちさせることにつながるので、長い目で見ればお得といえます。


					

					外壁塗装は塗料の質で長持ち具合が変わってくる

					外壁塗装ですが、塗料の質によって長持ち具合が変わってきます。
別に高価格のものが長期間持つとは限りませんが、平均するとそのような傾向にあることは間違いありません。
外壁塗装では、長い年月の間には日光に含まれる紫外線、雨や雪などの水分、その他には例えばホコリなども関係してきますが、かなり過酷な環境にさらされることとなります。
塗料の成分は化学物質ですが、このような過酷な状況によって酸化したり変性したりすることとなり、最終的には壁を外部環境から守るという役目を果たせなくなってくるわけです。
長持ちするものが即ち質が高いと簡単に判断するようなこともできず、もちろん見映えは重要な要素ですし、劣化の度合いとしては少ないとしても、外壁を守る力そのものは最初からあまり高くないような塗装もあるかもしれませんので、期間だけを判断材料にすれば良いわけではありません。
しかし、一般的には長期間の利用が前提ですので品質は無視できません。


                    
                    

					外壁塗装で気をつけるべきポイント

					外壁塗装では、気をつけるべきポイントがあります。まず1つ目ですが、しっかりと3度塗りしてくれる業者を選ぶことです。ご存じのように、中には手抜きをする悪質なところもあるのです。そのこともあり、しっかりと外壁塗装の基本である3度塗りをしてくれるところを選ぶことが大切です。2つ目ですが、すぐに業者を決めないことです。相見積もりが可能ならば相見積もりをしてください。見積もりをみながら料金面や内容やアフターフォローなどを比較しながら、良い業者を選べるようにしてください。

最後に3つ目のポイントとして、外壁塗装では塗料の種類にも注意する必要があることです。塗料によって耐用年数が違うため、5年ほどしか持たない塗料もあれば10年以上持つものもあります。そのために、塗料の違いについても十分に理解しておけるようにすることが大切です。外壁塗装は100万円前後かかるため、後悔しないように正しく依頼するのが一番なのです。

					

					塗料の耐久年数に注意したい外壁塗装

					外壁塗装は日々の紫外線や風雨といった強い負担から家を守る為に必要なメンテナンスで、一般的には家を建ててから8年から12年程度で施工の検討が必要と言われています。家が建っている環境によってや使用されている塗料の種類によっても変わり、早い段階で施工が必要となる場合もあります。重要なのは自分の家で使用されている塗料の耐久年数を頭に入れておき、素人目では判断しにくい外壁の状態を信頼出来る専門業者を見つけて適切なタイミングで相談を行うことです。塗料は使用しているグレードが高ければ耐久性も高まり、年数も長くなります。例を挙げるとシリコン塗料は約10年から15年程度で、フッ素塗料となると約15年から20年程度です。同じシリコン塗料やフッ素塗料であっても、含有率の高さによって耐久性は変化します。外壁に使用されてる外壁材との相性も重要で、塗装を行う際の作業内容によっても持ちの差に繋がります。外壁塗装を検討している場合には信頼出来る業者選びが重要で、相談しながら予算に合った塗装を行うことが大切です。


					

					外壁塗装のプランとおおまかな流れ

					外壁塗装は建物の面積や足場を組むなど、状況によって変わってきますが、わかりやすい料金設定で依頼できるようにしたい方も多く、外壁塗装のプランに注目です。費用面が気になる方もお得な内容でまとめられているサービスを選択することができます。外壁塗装のプランをチェックする際に、ホームページを参考にするなど、企業側が発信する情報をチェックしていくことができる点にも注目です。依頼するときのおおまかな流れとして、まずは見積もり結果を出してもらうために、現地調査を行って具体的に計算を行ってもらえるようにする事が重要になります。スケジュール調整も行っていき、足場を組むことや最適な塗料を塗っていく職人のスケジュールなど、事前に予定を教えてもらうことも大事です。天候にも影響を受けるお仕事なので、雨が降り続く場合は休みとなることもあり、早めに相談をしてスケジュールにも余裕を持つことができるようにする事も重要になります。


					

					チョーキング現象は外壁塗装のサイン

					外壁塗装を行うべきサインとして、チョーキング現象と呼ばれるものが挙げられます。これは外壁を指でさわった場合に、まるで黒板に用いるチョークか何かのように白い粉が指につくような現象を指しています。原因は、外壁塗装に用いられた塗料中の樹脂成分が、紫外線や風雨なども含む経年劣化により分解されてしまい、粉末状になって表面にあらわれてきているためです。経年劣化と書いたように、これは外壁の塗装が傷んできていることを端的に示しており、単に粉が良くないというような意味ではありません。本来の役目を果たす機能が低下していて、例えば雨水が浸み込んだりするとかコケが生えるといった可能性があります。見た目の上ではさほど変化がなかったとしても、実際にはそれだけ耐久性とか耐水性が低下している状態であり、塗装をやり直した方が良いということになります。なお、基本的には劣化ではありますが、不適切な塗装や作業によって、ごく短期間でこの状態になることもあり得ます。


					

					外壁塗装の費用を安く抑えるためのコツ

					外壁塗装を依頼する際に気になることの一つが、その費用です。住宅の大きさや、材質等によっても料金は異なりますが、まとまった金額が必要になる場合が多いので、できるだけ安く抑えたいものです。
外壁塗装の費用を安く抑えるためのコツとして、複数の外壁塗装会社から、相見積もりをとるというものがあります。会社によって費用は異なるので、複数の会社に見積もりをかけることで、より安い料金のところを選ぶことができます。
最近では、インターネットなどで一括で見積もりができるサイトもあるため、それを利用すれば手軽に費用を抑えることが可能です。
単純に料金だけで比較して、あからさまに安いところを選ぶと、仕上がりの面で問題が生じることもあります。相見積もりをしたら、何件かの会社をピックアップして、しっかりと話を聞きいた上でより安心できるところを選ぶのがポイントです。インターネットの口コミサイト参考にするのも、1つのコツです。

                    




外壁塗装で欠かせないコーキングの打ち替え




外壁塗装というと塗料の塗り替えがポイントとなりますが、いわゆるコーキングの打ち替えも忘れてはいけないのではないでしょうか。
コーキングは壁と壁の隙間などを埋めるもので、建物の気密性向上や防水を目的に行われます。
実は外壁塗装と同様に紫外線や雨風などの影響を受けて、経年劣化して痩せたり性能が低下していきます。
その為、定期的に状態を確認したり、必要に応じて打ち替えして隙間を埋め直すことが必要です。
外壁塗装のタイミングはまさに、外壁とそれに関する部材の状態、劣化具合を確認するチャンスとなります。
外壁は塗装を剥がしてみないと状態が分かりませんが、それは他の部分についても同様です。
足場を組んで高いところもチェックする外壁塗装は、普段確認することがない部分もチェックできる絶好の機会になるわけです。
塗料だけ新しく塗り替えても、他の部分が劣化したままでは中途半端ですから、工事を依頼するならチェックを含めてまとめてお願いした任せるのが正解ではないでしょうか。









外壁塗装を依頼する前に準備しておくべきこと




外壁塗装の依頼をする時に、事前に済ませておく準備の一つが整理整頓です。
外壁塗装の作業は施工範囲によって若干の違いがありますが、終了するまでの間に外周を何度も移動します。
家の周りに個人的な物が置いてあると、作業に支障が出るだけでなく、思わぬ怪我に繋がりかねません。
高所での作業は、安全のために足場を組み立てなくてはいけないので、物があると断られるケースもあります。
万が一塗装作業中に塗料が跳ねてしまっても、片付けなかった依頼者の落ち度です。
弁償を始めとした補償は受けられないので、予め余計な物は片づけて綺麗な状態にしておかなくてはいけません。
そのほかの事前に済ませておく準備が、近所への挨拶回りです。
期間中は、作業音だけでなく塗装で使用する塗料の臭いがトラブルになることもあります。
トラブルによる企業のイメージダウンが起こるような状況では依頼を受けてもらえません。
近隣住人に工事内容や日程についてしっかりと説明を行って、理解を得ておくことが大切です。









外壁塗装はどこに依頼するのがおすすめ？




家を長持ちさせる為にはメンテナンスは欠かすことが出来ず、何か不具合がおきてからではなく不具合が起きる前の早めのメンテナンスが重要です。
家は建てた瞬間から劣化が始まると言っても過言ではないほどで、特に家の外壁部分は劣化が進みやすい場所と言われています。
紫外線や風雨などの強い負担がかかる為塗装が剥がれやすく、ひび割れやサビなどの原因になる場合もあります。
約10年を目処に外壁塗装を検討すると良いとされていますが、信頼出来る専門業者を探して外壁の状態を正確に把握して適切なタイミングで外壁塗装を行うことをおすすめします。
外壁塗装の依頼をする場合チェックしたいのが、業者が行った施工実績です。
最近の塗装業者はWEBサイトを作っている所が多く、施工例を画像つきで掲載している所もあります。
どのような仕事をしているのかを、チェックすることが出来ておすすめです。
後悔しない為にも料金だけにこだわるのではなく、職人の腕やアフターサービスなどもチェックして信頼出来る業者を見つけることが重要です。









長期的なコストパフォーマンスを意識した外壁塗装




長期的なコストパフォーマンスを意識して外壁塗装を行う場合は、塗料の選択が重要になります。
外壁塗装は10年から15年を目安に実施しますが、使用する塗料によって料金が変わります。
塗料には耐用年数があり、年月を重ねると徐々に劣化して塗り替えの時期を迎えます。
現在の家に長く住む予定がある場合は、耐用年数が長い塗料を使うと維持費を節約できます。
シリコン塗料は主成分がシリコン樹脂で、機能と価格のバランスが良く汎用性が高いです。
耐用年数も高くメンテナンスの回数を抑えられるので、外壁塗装では広く使われています。
光媒体塗料は酸化チタンの性質を利用しているタイプで、太陽の光で化学反応が促されます。
セルフクリーニング機能を持つ光媒体塗料は、付着した汚れを雨が洗い流してくれます。
制御型塗料は新しいタイプの塗料で、塗膜の劣化を防ぎコストパフォーマンスも高いです。
新しい塗料は国内の施工実績が少ないので、事前に特徴や費用を確認してから利用します。









外壁塗装のアフターフォローは信頼できる？




本来なら外壁塗装は施工を行ってから10年はヒビ割れなどのトラブルが起きないのですが、施工の内容に不備があると10年経たずにトラブルが発生します。
ヒビ割れや白い粉末が壁から出てくるようなトラブルが起きたら、泣き寝入りしなければいけないと考えてしまう人もいますが、アフターフォローが手厚い業者を頼れば問題ありません。
施工を行ってから一定の期間内にトラブルが発生したら、すぐにスタッフが駆け付けることを約束している業者なら信頼できます。
ヒビ割れだけでなくチョーキングという白い粉末が壁から出る現象にも対処する、アフターフォローの内容が充実している業者を頼ってください。
小さなヒビ割れを放置していると雨水が入り込み、そこから壁の中まで腐食する可能性があります。
アフターフォローを受けられる状況なら、すぐにでも業者に相談するのが賢い選択だと考えてください。
チョーキング現象だけなら雨漏りなどのトラブルは起きない可能性はありますが、粉末が原因で見た目も悪くなるので外壁塗装を再び行うのがおすすめです。









外壁塗装を行う際は塗料の耐用年数にも注目しよう


外壁塗装を業者に依頼する際、塗料選びにおいてどうしても目が良いきがちなのが色選びです。
もちろん外壁の色で雰囲気が大きく変化するので、カラー選びはとても重要ですがそれだけではなく「耐用年数」にも注目して選ぶことをおすすめします。


外壁塗装で使用されている塗料は種類によって、耐用年数が変わります。
現在、日本でポピュラーに使われているシリコン系は1度施工を行った後、10年前後持つと言われています。
以前主流だったアクリル系は5年から7年ほどなので、シリコン系は比較的長持ちする塗料と言えるでしょう。


また今はより長持ちする塗料も誕生しています。
フッ素塗料や無機塗料などと言われる種類で、耐用の年数は15年から20年ほどです。
外壁塗装は職人さんが安全に作業できるよう足場を組むなど、様々な費用がかかってきます。
決して安いとは言えない金額ですので、少しでも長持ちさせたいという場合はこのような長く持つ種類のものを選ぶと良いでしょう。






デザイン性のある外壁はクリア塗料で外壁塗装する方法もある


外壁がレンガや石造りなどデザイン性のあるサイディングボードの場合、外壁塗装で使用する塗料の種類によっては雰囲気を壊してしまうことがあります。
塗料には顔料という色を付ける材料が入っているものもあり、顔料入りのものだとせっかくのレンガや石造り調の良さが軽減されてしまいます。


デザイン性のあるサイディングボードの外壁塗装の場合、クリア塗料を選択するというのも1つの方法です。
名前の通り色はついておらず透明で、外壁の素材や色、デザインなどを生かしつつ塗装することができるようになっています。
透明なのに塗る必要があるのか気になる方もいるかもしれませんが、外壁塗装をすることでツヤを出したり、ツヤを出すことで汚れがつきにくくなるというメリットもあります。


一般的な色のついている塗料より、塗装回数が少なくて済むので費用を抑えることができるのも特徴です。
通常の顔料入りのものに起こるチョーキング現象も、クリア塗料なら発生しません。






外壁塗装で住宅のイメージチェンジをしよう


外壁塗装は塗料を塗り直すことで雨や風、紫外線といった自然から受ける住宅へのダメージを、軽減する目的で行われます。
また、今までと違う外壁の色に変更することでイメージチェンジをすることも可能です。
例えばベージュなど淡い色の壁だった住宅に外壁塗装で、ダークブランなど暗めの色にすることでナチュラルな雰囲気から、一気にシックな印象に変えることができます。
逆に暗めの色だったところを、オフホワイトなどの白っぽいカラーに変えることで、明るい印象へと変化します。


外壁は面積が大きい分、色の効果が出やすいですので塗料のカラーによって、大幅なイメージチェンジができます。
2階建て以上の住宅の場合、2色に分けるというのも人気です。
ツートンカラーにすることで、よりオリジナリティを出せたり高級感などもプラスできます。


2色使いはカラー合わせが少し難しいですが、雰囲気をガラリと変化するので外壁塗装をする際は検討してみてはいかがでしょう。






光触媒機能を持つ便利な塗料を外壁塗装で活用


建物は徐々に劣化するため、家の所有者は必要なタイミングで外壁塗装を行って美観を維持しています。

外壁塗装では様々な塗料を使用しますが、選ぶ製品によって特徴が異なります。

最近は、光触媒塗料などメンテナンスの手間を省ける製品が注目を集めています。

光触媒塗料には様々なメリットがあり、太陽光を浴びると外壁に付着している汚れを分解します。

セルフクリーニング機能は大きな魅力で、煩わしいメンテナンス作業が減ります。

外壁に付着している汚れを分解するだけでなく、雨水が付着しやすいので自然に洗い流せます。

一般の塗料に比べて耐久年数が高く、空気清浄機能も備えています。

地球環境に優しいため、外壁だけでなく内装にも使われます。

高い塗装技術が求められるため、外壁塗装で使いたい場合は取扱っている塗装専門店の選択も重要なポイントになります。

事前に複数の専門点に見積もりを依頼して、サービス内容や費用を確認してから工事を開始します。






外壁塗装で利用できる吹き付けタイルの魅力とメリット


外壁塗装を行う方は、一般的には1色で外壁全体を塗る方法になりますが、吹き付けタイルを利用することもでき、自宅を以前とは異なるイメージに仕上げることを可能にします。
通常ではモルタルの外壁に採用されることが多いのですが、昨今採用率の高いサイディングでも施工は可能としてます。
この技法はタイルという名称を使っているものの、タイルとは全く別物になり、専用のスプレーガンのノズルによって自由自在な模様を作ることができる方法です。
外壁塗装は本来であれば平坦に塗る方法ですが、吹き付けタイルの場合はランダムな凹凸を作り出すことができるので、バリエーションが豊富なメリットがあります。
凹凸部を目立つように仕上げたり、逆に細かな凹凸を作り出すこともでき、ひび割れにも強いというメリットも実感できます。
料金が高額になるのではと考えてしまう方もいますが、骨材を使わない塗装方法になることから安価な料金で施工できることもメリットではないでしょうか。
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